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下記弊財団主導の臨床研究につきましては、バイエル薬品株式会社が行った患者アンケ

ートに関する一連の報道とは全く関連がなく、報道にあった医療機関は弊財団の研究には

参加されておりませんことをご報告申し上げます。 

また下記 3 研究は、弊財団とバイエル薬品株式会社との医師主導研究に関する契約に基

づき、当該会社から提供された資金により実施しておりますが、弊財団の自主研究であり

当該会社は、本研究実施、患者登録、データ入力、データ管理、解析、学会発表、論文化

など研究運営に一切関与しておりませんことを改めて申し上げます。 

 

 

記 

 

《弊財団主導の臨床研究》 

⑴ RELAXED 研究 ： 非弁膜症性心房細動患者の急性脳梗塞/TIA におけるリバーロキ     

           サバンの投与開始時期に関する観察研究 

⑵ AFIRE 研究   ： 安定型冠動脈疾患を合併する非弁膜症性心房細動患者における 

           リバーロキサバン単剤療法に関する臨床研究 

⑶ GENERAL 研究  ： 実地医家を対象とした非弁膜症性心房細動患者の脳卒中および     

全身性塞栓症に対するリバーロキサバンの有効性と安全性に関

する登録観察研究 

以 上 


